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(57)【要約】
【課題】移動装置(10)とネットワークノード(12)との間
のシグナリングのための方法を提供する。
【解決手段】この方法は、スケジューリング要求の第１
指示を含むメッセージを発生することを含む。第１指示
と共にサブフレームにおいて第２指示（例えば、確認）
を送信すべきかどうか決定することも含まれる。又、こ
の方法は、第２指示を含ませるべきではないという決定
に応答して、メッセージを第１コンフィギュレーション
で構成すると共に、第２指示を含ませるべきであるとい
う決定に応答して、メッセージに第２指示を含ませ且つ
メッセージを第２コンフィギュレーションで構成するこ
とを含む。第１コンフィギュレーションは、第２コンフ
ィギュレーションとは異なる。又、この方法は、メッセ
ージをサブフレームにおいてワイヤレス送信器を経て送
信することも含む。装置及びコンピュータ読み取り可能
な媒体も説明される。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スケジューリング要求の第１指示を含むメッセージを発生するステップと、
　前記第１指示と共にサブフレームにおいて第２指示を送信すべきかどうか決定するステ
ップであって、その第２指示は、ダウンリンクリソース割り当て許可が成功したこと及び
少なくとも１つの対応するコードワードの各々が正しく検出されたことを指示するもので
あるステップと、
　前記第２指示を含ませるべきではないという決定に応答して、前記メッセージを第１コ
ンフィギュレーションで構成するステップと、
　前記第２指示を含ませるべきであるという決定に応答して、前記メッセージに更に第２
指示を含ませ且つ前記メッセージを第２コンフィギュレーションで構成するステップと、
を備え、前記第１コンフィギュレーションは、前記第２コンフィギュレーションとは異な
るものであり、更に、
　前記メッセージをサブフレームにおいてワイヤレス送信器を経て送信するステップ、
を備えた方法。
【請求項２】
　スケジューリング要求の指示と共にサブフレームにおいて第３指示を送信すべきである
かどうか決定するステップを更に備え、その第３指示は、ダウンリンクリソース割り当て
許可が成功したこと、及び少なくとも１つの対応するコードワードの各々が正しく検出さ
れなかったことを指示し、
　前記第３指示を含ませるべきであるという決定に応答して、前記メッセージは、更に、
第３指示も含み、且つ前記メッセージは、第３コンフィギュレーションで構成される、請
求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記メッセージが第２コンフィギュレーション及び第３コンフィギュレーションの一方
で構成されるとき、前記メッセージは、
　スケジューリング要求が否定スケジューリング要求であるときには確認／否定確認物理
的アップリンク制御チャンネルリソース、及び
　スケジューリング要求が肯定スケジューリング要求であるときにはスケジューリング要
求物理的アップリンク制御チャンネルリソース、
を使用して送信される、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記メッセージが第２コンフィギュレーション及び第３コンフィギュレーションの一方
で構成されるとき、前記メッセージは、
　　スケジューリング要求リソースのパイロット部分及び確認リソースのデータ部分、
　　確認リソースのパイロット部分及びスケジューリング要求リソースのデータ部分、
の１つを使用して送信される、請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１コンフィギュレーションは、前記第３コンフィギュレーションと同じである、
請求項２から４のいずれかに記載の方法。
【請求項６】
　前記第１コンフィギュレーションは、前記第３コンフィギュレーションとは異なるもの
であり、前記第２コンフィギュレーションは、前記第３コンフィギュレーションとは異な
るものである、請求項２から４のいずれかに記載の方法。
【請求項７】
　前記第１コンフィギュレーション、第２コンフィギュレーション及び第３コンフィギュ
レーションは、単一の変調記号を使用して表される、請求項２から６のいずれかに記載の
方法。
【請求項８】
　前記第１コンフィギュレーション、第２コンフィギュレーション、及び第３コンフィギ
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ュレーションは、２つの変調記号を使用して表される、請求項２から６のいずれかに記載
の方法。
【請求項９】
　前記メッセージが第２コンフィギュレーション及び第３コンフィギュレーションで構成
されるときに、前記メッセージは、周期的リソースを使用して送信される、請求項２から
８のいずれかに記載の方法。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つの対応するコードワードは、少なくとも２つの対応するコードワー
ドを含み、前記方法は、更に、
　スケジューリング要求の指示と共にサブフレームにおいて第４指示を送信すべきかどう
か決定するステップ、
を備え、その第４指示は、ダウンリンクリソース割り当て許可が成功したこと、前記少な
くとも２つの対応するコードワードのうちの少なくとも１つの対応するコードワードが正
しく検出されなかったこと、及び前記少なくとも２つの対応するコードワードのうちの少
なくとも１つの対応するコードワードが正しく検出されたことを指示し、
　前記第４の指示を含ませるべきであるという決定に応答して、前記メッセージは、更に
、前記第４指示を含み、そして前記メッセージは、第４コンフィギュレーションで構成さ
れる、請求項１から９のいずれかに記載の方法。
【請求項１１】
　スケジューリング要求を含むメッセージを発生するように構成されたメッセージ発生モ
ジュール(10F)と、
　前記メッセージと同じサブフレームにおいて確認を送信すべきかどうか決定するように
構成された決定モジュール(10E)と、
を備え、前記メッセージ発生モジュール(10F)は、更に、
　　前記確認が含まれるべきでないという決定に応答して、前記メッセージを第１コンフ
ィギュレーションで構成し、
　　前記確認を含ませるべきであるという決定に応答して、前記確認を含む第２コンフィ
ギュレーションで前記メッセージを構成する、
というようにされ、前記第１コンフィギュレーションは、前記第２コンフィギュレーショ
ンとは異なる、装置(10)。
【請求項１２】
　前記決定モジュール(10E)は、更に、前記メッセージと同じサブフレームにおいて否定
確認を送信すべきかどうか決定するように構成され、
　前記メッセージ発生モジュール(10F)は、更に、前記否定確認を含ませるべきという決
定に応答して前記否定確認を含む第３コンフィギュレーションで前記メッセージを構成す
るようにされる、請求項１１に記載の装置(10)。
【請求項１３】
　前記メッセージが第２コンフィギュレーション及び第３コンフィギュレーションの一方
で構成されるのに応答して、
　スケジューリング要求が否定スケジューリング要求であるときには確認／否定確認物理
的アップリンク制御チャンネルリソース、及び
　スケジューリング要求が肯定スケジューリング要求であるときにはスケジューリング要
求物理的アップリンク制御チャンネルリソース、
を使用して、メッセージを送信するように構成された送信器(10D)を更に備えた、請求項
１２に記載の装置(10)。
【請求項１４】
　前記メッセージが第２コンフィギュレーション及び第３コンフィギュレーションの一方
で構成されるのに応答して、
　スケジューリング要求リソースのパイロット部分及び確認リソースのデータ部分と、
　確認リソースのパイロット部分及びスケジューリング要求リソースのデータ部分と、
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を使用して、メッセージを送信するように構成された送信器(10D)を更に備えた、請求項
１２に記載の装置(10)。
【請求項１５】
　前記メッセージは、それが第２コンフィギュレーション及び第３コンフィギュレーショ
ンの一方で構成されるときには、周期的リソースを使用して送信される、請求項１２から
１４のいずれかに記載の装置(10)。
【請求項１６】
　前記第１コンフィギュレーションは、前記第３コンフィギュレーションに等しい、請求
項１２から１５のいずれかに記載の装置(10)。
【請求項１７】
　前記第１コンフィギュレーションは、前記第３コンフィギュレーションとは異なるもの
であり、前記第２コンフィギュレーションは、前記第３コンフィギュレーションとは異な
るものである、請求項１２から１５のいずれかに記載の装置(10)。
【請求項１８】
　前記第１コンフィギュレーション、第２コンフィギュレーション及び第３コンフィギュ
レーションは、単一の変調記号を使用して表される、請求項１２から１７のいずれかに記
載の装置(10)。
【請求項１９】
　前記第１コンフィギュレーション、第２コンフィギュレーション、及び第３コンフィギ
ュレーションは、２つの変調記号を使用して表される、請求項１２から１７のいずれかに
記載の装置(10)。
【請求項２０】
　前記否定確認は、ダウンリンクリソース割り当て許可が成功したこと、及び少なくとも
１つの対応するコードワードの各々が正しく検出されなかったことを指示する、請求項１
２から１９のいずれかに記載の装置(10)。
【請求項２１】
　前記確認は、ダウンリンクリソース割り当て許可が成功したこと、及び少なくとも１つ
の対応するコードワードの各々が正しく検出されたことを指示する、請求項１１から２０
のいずれかに記載の装置(10)。
【請求項２２】
　前記決定モジュール(10E)は、更に、前記メッセージと同じサブフレームにおいて確認
及び否定確認の組み合せを送信すべきかどうか決定するように構成され、
　前記メッセージ発生モジュール(10F)は、更に、確認及び否定確認の組み合せを含ませ
るべきであるという決定に応答して、メッセージを、確認及び否定確認の組み合せを含む
第４コンフィギュレーションで構成するように構成される、請求項１１から２１のいずれ
かに記載の装置(10)。
【請求項２３】
　プログラムインストラクションを含むコンピュータプログラムを有形にエンコードする
コンピュータ読み取り可能な媒体において、前記プログラムインストラクションを実行す
ることで、
　スケジューリング要求を含むメッセージを発生すること、
　スケジューリング要求と同じサブフレームにおいて確認を送信すべきかどうか決定する
こと、
　確認が含まれるべきでないという決定に応答して、前記メッセージを第１コンフィギュ
レーションで構成すること、及び
　確認を含ませるべきであるという決定に応答して、確認を含む第２コンフィギュレーシ
ョンで前記メッセージを構成すること、
を含むオペレーションを生じさせ、前記第１コンフィギュレーションは、前記第２コンフ
ィギュレーションとは異なるものである、コンピュータ読み取り可能な媒体。
【請求項２４】
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　前記オペレーションは、更に、
　前記メッセージと同じサブフレームにおいて否定確認を送信すべきかどうか決定するこ
と、及び
　否定確認を含ませるべきであるという決定に応答して、否定確認を含む第３コンフィギ
ュレーションで前記メッセージを構成すること、
を含む請求項２３に記載のコンピュータ読み取り可能な媒体。
【請求項２５】
　前記メッセージが第２コンフィギュレーション及び第３コンフィギュレーションの一方
で構成されるとき、前記メッセージは、
　スケジューリング要求が否定スケジューリング要求であるときには確認／否定確認物理
的アップリンク制御チャンネルリソース、及び
　スケジューリング要求が肯定スケジューリング要求であるときにはスケジューリング要
求物理的アップリンク制御チャンネルリソース、
を使用して送信される、請求項２４に記載のコンピュータ読み取り可能な媒体。
【請求項２６】
　前記メッセージが第２コンフィギュレーション及び第３コンフィギュレーションの一方
で構成されるとき、前記メッセージは、
　スケジューリング要求リソースのパイロット部分及び確認リソースのデータ部分、
　確認リソースのパイロット部分及びスケジューリング要求リソースのデータ部分、
の１つを使用して送信される、請求項２４に記載のコンピュータ読み取り可能な媒体。
【請求項２７】
　前記メッセージが第２コンフィギュレーション及び第３コンフィギュレーションの一方
で構成されるときに、前記メッセージは、周期的リソースを使用して送信される、請求項
２４から２６のいずれかに記載のコンピュータ読み取り可能な媒体。
【請求項２８】
　前記第１コンフィギュレーションは、前記第３コンフィギュレーションと同じである、
請求項２４から２７のいずれかに記載のコンピュータ読み取り可能な媒体。
【請求項２９】
　前記第１コンフィギュレーションは、前記第３コンフィギュレーションとは異なり、前
記第２コンフィギュレーションは、前記第３コンフィギュレーションとは異なる、請求項
２４から２７のいずれかに記載のコンピュータ読み取り可能な媒体。
【請求項３０】
　前記第１コンフィギュレーション、第２コンフィギュレーション及び第３コンフィギュ
レーションは、単一の変調記号を使用して表される、請求項２４から２９のいずれかに記
載のコンピュータ読み取り可能な媒体。
【請求項３１】
　前記第１コンフィギュレーション、第２コンフィギュレーション、及び第３コンフィギ
ュレーションは、２つの変調記号を使用して表される、請求項２４から２９のいずれかに
記載のコンピュータ読み取り可能な媒体。
【請求項３２】
　前記否定確認は、ダウンリンクリソース割り当て許可が成功したこと、及び少なくとも
１つの対応するコードワードの各々が正しく検出されなかったことを指示する、請求項２
４から３１のいずれかに記載のコンピュータ読み取り可能な媒体。
【請求項３３】
　前記確認は、ダウンリンクリソース割り当て許可が成功したこと、及び少なくとも１つ
の対応するコードワードの各々が正しく検出されたことを指示する、請求項２３から３２
のいずれかに記載のコンピュータ読み取り可能な媒体。
【請求項３４】
　前記オペレーションは、更に、
　前記メッセージと同じサブフレームにおいて確認及び否定確認の組み合せを送信すべき
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かどうか決定すること、及び
　前記確認及び否定確認の組み合せを含ませるべきであるという決定に応答して、前記メ
ッセージを、前記確認及び否定確認の組み合せを含む第４コンフィギュレーションで構成
すること、
を含む請求項２３から３３のいずれかに記載のコンピュータ読み取り可能な媒体。
【請求項３５】
　スケジューリング要求を含むメッセージを発生するメッセージ発生手段(10F)と、
　メッセージと同じサブフレームにおいて確認を送信すべきかどうか決定する第１の決定
手段(10E)と、
を備え、前記メッセージ発生手段(10F)は、更に、
　　確認が含まれるべきでないという決定に応答して、メッセージを第１コンフィギュレ
ーションで構成し、及び
　　確認を含ませるべきであるという決定に応答して、確認を含む第２コンフィギュレー
ションでメッセージを構成し、
前記第１コンフィギュレーションは、前記第２コンフィギュレーションとは異なる、装置
(10)。
【請求項３６】
　前記メッセージと同じサブフレームにおいて否定確認を送信すべきかどうか決定するた
めの第２の決定手段(10E)を更に備え、
　前記メッセージ発生手段(10F)は、更に、否定確認を含ませるべきであるという決定に
応答して否定確認を含む第３コンフィギュレーションでメッセージを構成する、請求項３
５に記載の装置(10)。
【請求項３７】
　前記メッセージが第２コンフィギュレーション及び第３コンフィギュレーションの一方
で構成されるのに応答して、
　スケジューリング要求が否定スケジューリング要求であるときには確認／否定確認物理
的アップリンク制御チャンネルリソース、及び
　スケジューリング要求が肯定スケジューリング要求であるときにはスケジューリング要
求物理的アップリンク制御チャンネルリソース、
を使用して、メッセージを送信するように構成された送信手段(10D)を更に備えた、請求
項３６に記載の装置(10)。
【請求項３８】
　前記メッセージが第２コンフィギュレーション及び第３コンフィギュレーションの一方
で構成されるのに応答して、
　スケジューリング要求リソースのパイロット部分及び確認リソースのデータ部分、
　確認リソースのパイロット部分及びスケジューリング要求リソースのデータ部分、
の１つを使用して、メッセージを送信するように構成された送信手段(10D)を更に備えた
、請求項３６に記載の装置(10)。
【請求項３９】
　前記メッセージが第２コンフィギュレーション及び第３コンフィギュレーションの一方
で構成されるときに、前記メッセージが周期的リソースを使用して送信される、請求項３
６から３８のいずれかに記載の装置(10)。
【請求項４０】
　前記第１コンフィギュレーションは、前記第３コンフィギュレーションに等しい、請求
項３６から３９のいずれかに記載の装置(10)。
【請求項４１】
　前記第１コンフィギュレーションは、前記第３コンフィギュレーションとは異なり、前
記第２コンフィギュレーションは、前記第３コンフィギュレーションとは異なる、請求項
３６から３９のいずれかに記載の装置(10)。
【請求項４２】
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　前記第１コンフィギュレーション、第２コンフィギュレーション及び第３コンフィギュ
レーションは、単一の変調記号を使用して表される、請求項３６から４１のいずれかに記
載の装置(10)。
【請求項４３】
　前記第１コンフィギュレーション、第２コンフィギュレーション、及び第３コンフィギ
ュレーションは、２つの変調記号を使用して表される、請求項３６から４１のいずれかに
記載の装置(10)。
【請求項４４】
　前記否定確認は、ダウンリンクリソース割り当て許可が成功したこと、及び少なくとも
１つの対応するコードワードの各々が正しく検出されなかったことを指示する、請求項３
６から４３のいずれかに記載の装置(10)。
【請求項４５】
　前記確認は、ダウンリンクリソース割り当て許可が成功したこと、及び少なくとも１つ
の対応するコードワードの各々が正しく検出されたことを指示する、請求項３５から４４
のいずれかに記載の装置(10)。
【請求項４６】
　前記メッセージと同じサブフレームにおいて確認及び否定確認の組み合せを送信すべき
かどうか決定するための第３の決定手段(10E)を更に備え、
　前記メッセージ発生手段(10F)は、更に、確認及び否定確認の組み合せを含ませるべき
であるという決定に応答して、メッセージを、確認及び否定確認の組み合せを含む第４コ
ンフィギュレーションで構成する請求項３５から４５のいずれかに記載の装置(10)。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般的に、ワイヤレス通信システム、方法、装置、及びコンピュータプログ
ラムに係り、より詳細には、移動装置とネットワークノードとの間のシグナリング技術に
係る。
【背景技術】
【０００２】
　本章は、特許請求の範囲に述べる発明の背景又は状況を示すものである。ここでの説明
は、遂行はできるが必ずしも以前に考案され又は遂行されたものではない概念を含むかも
しれない。それ故、特に指示のない限り、本章に述べることは、本出願の明細書及び特許
請求の範囲に対する従来技術ではなく、且つ本章に含ませることにより従来技術であると
認めるものではない。
【０００３】
　明細書及び図面に現れる以下の省略形は、次のように定義される。
　３ＧＰＰ：第３世代パートナーシッププロジェクト
　ＡＣＫ：確認
　ａＧＷ：アクセスゲートウェイ
　ＢＷ：帯域巾
　Ｃ－Ｐｌａｎｅ：コントロールプレーン
　ＣＱＩ：チャンネルクオリティ指示
　ＤＬ：ダウンリンク
　ＤＴＸ：不連続送信
　ｅＮＢ：ＥＵＴＲＡＮノードＢ（進化型ノードＢ）
　ＥＵＴＲＡＮ：進化型ＵＴＲＡＮ
　ＦＤＭＡ：周波数分割多重アクセス
　ＬＴＥ：長期間進化
　ＭＡＣ：媒体アクセスコントロール
　ＭＭ：移動マネージメント
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　ＮＡＣＫ：否定確認
　ノードＢ：ベースステーション
　ＯＣ：直交カバー
　ＯＦＤＭＡ：直交周波数分割多重アクセス
　ＰＤＣＰ：パケットデータ収斂プロトコル
　ＰＨＹ：物理的
　ＰＤＳＣＨ：物理的ダウンリンク共有チャンネル
　ＰＵＣＣＨ：物理的アップリンクコントロールチャンネル
　ＰＵＳＣＨ：物理的アップリンク共有チャンネル
　ＲＬＣ：無線リンクコントロール
　ＲＲＣ：無線リソースコントロール
　ＲＲＭ：無線リソースマネージメント
　ＲＳ：基準信号
　ＳＣ－ＦＤＭＡ：単一キャリア周波数分割多重アクセス
　ＳＤＵ：サービスデータユニット
　ＳＲ：スケジューリング要求
　ＵＥ：ユーザ装置
　ＵＬ：アップリンク
　Ｕ－Ｐｌａｎｅ：ユーザプレーン
　ＵＴＲＡＮ：ユニバーサル地上無線アクセスネットワーク
【０００４】
　進化型ＵＴＲＡＮ（Ｅ－ＵＴＲＡＮであって、ＵＴＲＡＮ－ＬＴＥ又はＥ－ＵＴＲＡと
も称される）として知られた提案された通信システムは、現在、３ＧＰＰ内で開発中であ
る。現在検討中の仮定は、ＤＬアクセス技術がＯＦＤＭＡとなり、又、ＵＬアクセス技術
がＳＣ－ＦＤＭＡとなることである。
【０００５】
　本発明に関連したこれら及び他の問題に対して重要な１つの仕様は、３ＧＰＰ　ＴＳ　
３６．３００、Ｖ８．３．０（２００７－１２）、第３世代パートナーシッププロジェク
ト；技術仕様書グループ無線アクセスネットワーク；進化型ユニバーサル地上無線アクセ
ス（Ｅ－ＵＴＲＡ）及び進化型ユニバーサル地上アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ
）；全体説明；ステージ２（リリース８）である。
【０００６】
　図１は、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．３００の図４を再現したもので、Ｅ－ＵＴＲＡＮシス
テムの全体的なアーキテクチャーを示す。Ｅ－ＵＴＲＡＮシステムは、ＵＥに向けてＥ－
ＵＴＲＡユーザプレーン（ＰＤＣＰ／ＲＬＣ／ＭＡＣ／ＰＨＹ）及びコントロールプレー
ン（ＲＲＣ）プロトコルターミネーションを与えるｅＮＢを備えている。ｅＮＢは、Ｘ２
インターフェイスにより互いに相互接続される。又、ｅＮＢは、Ｓ１インターフェイスに
よりＥＰＣ（進化型パケットコア）に接続され、より詳細には、Ｓ１－ＭＭＥインターフ
ェイスによりＭＭＥ（移動マネージメントエンティティ）に、そしてＳ１－Ｕインターフ
ェイスによりサービングゲートウェイ（Ｓ－ＧＷ）に接続される。Ｓ１インターフェイス
は、ＭＭＥ／サービングゲートウェイとｅＮＢとの間に多数－多数関係をサポートする。
【０００７】
　ｅＮＢは、次の機能をホストする。
　●無線リソースマネージメントのための機能：無線ベアラコントロール、無線アドミッ
ションコントロール、接続移動コントロール、アップリンク及びダウンリンクの両方にお
けるＵＥへのリソースの動的な割り当て（スケジューリング）；
　●ユーザデータストリームのＩＰヘッダ圧縮及び暗号化；
　●ＵＥアタッチメントにおけるＭＭＥの選択；
　●サービングゲートウェイに向かうユーザプレーンデータのルーティング
　●（ＭＭＥから発信される）ページングメッセージのスケジューリング及び送信；
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　●（ＭＭＥ又はＯ＆Ｍから発信される）ブロードキャスト情報のスケジューリング及び
送信；及び
　●移動及びスケジューリングのための測定及び測定報告構成。
【０００８】
　次の説明に対して特に重要な２つの文書は、ＴＳＧ－ＲＡＮ　ＷＧ１、Ｒ１－０８０３
４３、スペイン、セビリア、１月１４日　Ｂ１８、２００８年、ソース：エリクソン、タ
イトル：Multiplexing of ACK/NACK and Scheduling Request on PUCCH（以下、Ｒ１－０
８０３４３と称する）、及び３ＧＰＰ　ＴＳＧ　ＲＡＮ　ＷＧ１ミーティング＃５１ｂｉ
ｓ、Ｒ１－０８００３５、スペイン、セビリア、１月１４日　Ｂ１８、２００８年、ソー
ス：サムスン、ノキア、ノキアシーメンズネットワーク、パナソニック、ＴＩ、タイトル
：Joint proposal on uplink ACK/NACK channelization（以下、Ｒ１－０８００３５と称
する）である。
【０００９】
　又、ＰＵＣＣＨ及びＰＵＳＣＨを含むＵＬ物理的チャンネルの第５章の説明については
、３ＧＰＰ　ＴＲ　３６．２１１、Ｖ８．１．０（２００７－１１）、第３世代パートナ
ーシッププロジェクト；技術的仕様書グループ無線アクセスネットワーク；物理的チャン
ネル及び変調（リリース８）を参照することもできる。
【００１０】
　３ＧＰＰの現在合意によれば、ＳＲ及びＡＣＫ／ＮＡＣＫの同時送信をサポートしなけ
ればならない。しかしながら、マルチプレクシング方法及び厳密なトランスポートフォー
マットの細目が将来の研究のために指定されている。ＳＲ及びＡＣＫ／ＮＡＣＫをマルチ
プレクシングするための広く受け容れられている解決策は、ＳＲ及びＡＣＫ／ＮＡＣＫを
同時に送信する必要がある場合にＡＣＫ／ＮＡＣＫをＳＲリソースから送信することであ
る点に注意されたい。ＳＲは、非変調のＲＳシーケンスでオン／オフキーイングを使用す
ることにより送信されることが合意されている。
【００１１】
　ＳＲを参照するときには、ＴＳ　３６．２１ｘシリーズがＰＵＣＣＨフォーマット１と
いう用語を使用することに注意されたい。それに対応して、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを一般的な
用語として参照するときには、ＰＵＣＣＨフォーマット１ａ／１ｂが意図される。以下の
テーブル１は、利用可能なＰＵＣＣＨフォーマットの概略である。

　　　　　　　　　テーブル１：ＰＵＣＣＨフォーマット
【００１２】
　発生する問題は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ／ＤＴＸがＳＲと同時に送信される場合にＤＴＸの
検出に関連したものである。
【００１３】
　ＤＴＸ状態は、特定のＵＥへ送信されるＤＬリソース割り当て許可がフェイルすること
に関係している。ＤＬリソース割り当てがフェイルすると、ＰＤＣＣＨ／ＰＤＳＣＨに関
連したＡＣＫ／ＮＡＣＫ（１つ又は複数）が所与のＵＬサブフレームから欠落する（これ
は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫの観点からＤＴＸである）。というのは、ＵＥは、理由はどうあれ
、ＤＬ割り当てを見落としており、それ故、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信し又はＵＬサブフレ
ームに含ませる理由がないからである。しかしながら、ｅＮＢは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫが存
在しないことを知り得ず、その結果、ＵＥからの受信を間違って解釈する。



(10) JP 2011-515033 A 2011.5.12

10

20

30

40

50

【００１４】
　ＤＬ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ　ＤＴＸ検出器を使用して問題を解決するよう試み、例えば、
ＤＬ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫが存在するかどうか識別することができる。しかしながら、ＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫ　ＤＴＸ検出器がフェイルした場合には、少なくとも２つの形式のエラーが
生じることが考えられる。
【００１５】
　第１のエラー形式は、誤検出ＤＴＸ→ＡＣＫ／ＮＡＣＫと称され、ＤＬリソース割り当
て許可がフェイルするが、ｅＮＢは、それが生じたことを検出できない。
【００１６】
　第２のエラー形式は、偽アラームＡＣＫ／ＮＡＣＫ→ＤＴＸと称され、ＤＬは、割り当
て許可がＵＥにより正しく受け取られても、それがフェイルしたと考える。
【００１７】
　この点に関して、ＤＴＸは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ及びＳＲの組み合せではなく、ＳＲのシ
グナリングに対応する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１８】
　明らかなように、この形式のＳＲ及びＡＣＫ／ＮＡＣＫマルチプレクシングスキームに
おけるエラーケース、特に、いわゆるＤＴＸ（ＳＲ）→ＡＣＫのエラーケースは、重大な
問題を招き、従って、ＳＲ及びＡＣＫ／ＮＡＣＫのためのマルチプレクシングスキームを
開発するときにはそれを考慮しなければならない。
【００１９】
　ＡＣＫがＵＥによって送信されず、ＳＲだけであっても、ｅＮＢがＡＣＫを検出すると
きＤＴＸ対ＡＣＫエラーが生じる。ＤＬスケジューリング情報の誤検出とＤＴＸ対ＡＣＫ
エラー（ＤＬ－ＳＣＨに対する）との組み合せは、上位レイヤプロトコルに影響を及ぼし
、例えば、上位レイヤのエラーを招く。受け取ったＳＲをＡＣＫとして解釈することは、
ＤＬの観点から特に厄介なエラー状態である。というのは、ＤＬ送信がＵＥにより正しく
受け取られたと誤って仮定されるからである。これは、上位のプロトコルレイヤがＵＥに
よる誤ったＤＬ送信を最終的に検出して、ある回復手段を与えねばならないことを意味す
る。一般に、この形式の上位プロトコルレイヤのエラー回復は、Ｌ１回復より著しく低速
であり、その達成には著しく大きなシグナリングオーバーヘッドを必要とする。従って、
このようなエラーケースは、もしあっても、非常に低い割合で生じることが望まれる。
【００２０】
　１つのＡＣＫ／ＮＡＣＫ及びＳＲマルチプレクシング方法がＲ１－０８０３４３に提案
されている。しかしながら、種々のエラーケース、特に、ＤＴＸ対ＡＣＫのエラーケース
は、考慮されていない。
【課題を解決するための手段】
【００２１】
　以下の概略は、単なる例示に過ぎず、それに限定されるものではない。
　本発明の規範的実施形態の使用により前記及び他の問題が克服され、他の効果が実現さ
れる。
【００２２】
　本発明は、その第１の態様において、移動装置(10)とネットワークノード(12)との間の
シグナリングのための方法を提供する。この方法は、スケジューリング要求の第１指示を
含むメッセージを発生することを含む。第１指示と共にサブフレームにおいて第２指示を
送信すべきかどうか決定することも含まれる。第２指示（例えば、確認）は、ダウンリン
クリソース割り当て許可が成功したこと及び全ての対応するコードワードが正しく検出さ
れたことを指示する。又、この方法は、第２指示を含ませるべきではないという決定に応
答して、メッセージを第１コンフィギュレーションで構成すると共に、第２指示を含ませ
るべきであるという決定に応答して、メッセージに第２指示を含ませ且つメッセージを第
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２コンフィギュレーションで構成することを含む。第１コンフィギュレーションは、第２
コンフィギュレーションとは異なる。又、この方法は、メッセージをサブフレームにおい
てワイヤレス送信器を経て送信することも含む。
【００２３】
　本発明による更に別の規範的実施形態は、移動装置(10)とネットワークノード(12)との
間のシグナリングのための装置(10)である。この装置(10)は、スケジューリング要求を含
むメッセージを発生するように構成されたメッセージ発生モジュールを備えている。メッ
セージと同じサブフレームにおいて確認を送信すべきかどうか決定するように構成された
決定モジュールも含まれる。メッセージ発生モジュールは、確認が含まれるべきでないと
いう決定に応答して、メッセージを第１コンフィギュレーションで構成すると共に、確認
を含ませるべきであるという決定に応答して、確認を含む第２コンフィギュレーションで
メッセージを構成するようにもされる。第１コンフィギュレーションは、第２コンフィギ
ュレーションとは異なる。
【００２４】
　本発明による付加的な規範的実施形態は、プログラムインストラクションを実行するこ
とで移動装置(10)とネットワークノード(12)との間のシグナリングのためのオペレーショ
ンを生じるようなプログラムインストラクションを含むコンピュータプログラムを有形に
エンコードするコンピュータ読み取り可能な媒体である。前記オペレーションは、スケジ
ューリング要求を含むメッセージを発生すること、及びスケジューリング要求と同じサブ
フレームにおいて確認を送信すべきかどうか決定することを含む。確認が含まれるべきで
ないという決定に応答して、メッセージを第１コンフィギュレーションで構成すると共に
、確認を含ませるべきであるという決定に応答して、確認を含む第２コンフィギュレーシ
ョンでメッセージを構成する。第１コンフィギュレーションは、第２コンフィギュレーシ
ョンとは異なる。
【００２５】
　本発明による更に別の規範的実施形態は、移動装置(10)とネットワークノード(12)との
間のシグナリングのための装置(10)である。この装置(10)は、スケジューリング要求を含
むメッセージを発生するためのメッセージ発生手段(10F)と、メッセージと同じサブフレ
ームにおいて確認を送信すべきかどうか決定するための第１の決定手段(10E)とを備えて
いる。メッセージ発生手段(10F)は、確認が含まれるべきでないという決定に応答して、
メッセージを第１コンフィギュレーションで構成すると共に、確認を含ませるべきである
という決定に応答して、確認を含む第２コンフィギュレーションでメッセージを構成もす
る。第１コンフィギュレーションは、第２コンフィギュレーションとは異なる。
【００２６】
　本発明の規範的実施形態の前記及び他の態様は、添付図面を参照した以下の詳細な説明
から明らかとなろう。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．３００の図４を再現するもので、Ｅ－ＵＴＲＡＮシステ
ムの全アーキテクチャーを示す図である。
【図２】本発明の規範的実施形態の具現化に使用するのに適した種々の電子装置の簡単な
ブロック図である。
【図３】本発明の規範的実施形態による１ビットＡＣＫ／ＮＡＣＫの規範的コンステレー
ションマッピングを示す。
【図４】本発明の規範的実施形態による２ビットＡＣＫ／ＮＡＣＫの規範的コンステレー
ションマッピングを示す。
【図５】本発明の他の規範的実施形態による１ビットＡＣＫ／ＮＡＣＫの規範的コンステ
レーションマッピングを示す。
【図６】本発明の規範的実施形態により２つのスロットにわたってコンステレーション再
配置がなされる２ビットＡＣＫ／ＮＡＣＫの規範的コンステレーションマッピングを示す
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。
【図７】以前に提案されたＡＣＫ／ＮＡＣＫチャンネル化を、本発明のある規範的実施形
態の使用により可能なものと対比して示す。
【図８】本発明の規範的実施形態による方法の操作及びコンピュータプログラムインスト
ラクションの実行の結果を示す論理的フローチャートである。
【図９】本発明の規範的実施形態による方法の操作及びコンピュータプログラムインスト
ラクションの実行の結果を示す論理的フローチャートである。
【図１０】スケジューリング要求及びＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースを示し、本発明の規範的
実施形態により可能とされる第４の解決策の操作を説明するのに有用な図である。
【図１１】本発明の更なる規範的実施形態による方法の操作及びコンピュータプログラム
インストラクションの実行の結果を示す論理的フローチャートである。
【図１２】本発明の更なる規範的実施形態により２つのスロットにわたってコンステレー
ション再配置がなされる２ビットＡＣＫ／ＮＡＣＫの別の規範的コンステレーションマッ
ピングを示す。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　ＳＲ及びＡＣＫ／ＮＡＣＫをマルチプレクシングするための１つの規範的及び非限定の
手順が、カリ・パジュコスキー及びエサ・ティーロラによる“Apparatus, Method, and C
omputer Program Product Providing Improved Scheduling Request Signaling with ACK
/NACK or CQI”と題する共通に譲渡された米国プロビジョナル特許出願第６１／００１，
２０７号に説明されている。
【００２９】
　ＳＲ及びＡＣＫ／ＮＡＣＫをマルチプレクシングするための別の規範的及び非限定の手
順が、エサ・ティーロラ、カリ・パジュコスキー、カリ・フーリ及びエサ・マルカマリに
よる“Multiplexing of Scheduling Request and ACK/NACK and/or CQI Transmitted on 
PUCCH”と題する共通に譲渡された米国プロビジョナル特許出願第６０／９３６，０３３
号に説明されている。
【００３０】
　本発明の規範的実施形態は、一般的に、３ＧＰＰ　ＬＴＥ規格に係り、特に、ＰＵＣＣ
Ｈに同時のＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信を伴ったり伴わなかったりするＳＲ送信に係る。
【００３１】
　しかしながら、本発明の規範的な実施形態は、Ｅ－ＵＴＲＡＮ（ＵＴＲＡＮ－ＬＴＥ）
システムに関して以下に説明するが、この１つの特定形式のワイヤレス通信システムのみ
に使用するものとして限定されず、他のワイヤレス通信システムにも効果的に使用できる
ことに注意されたい。
【００３２】
　本発明の規範的実施形態の具現化に使用するのに適した種々の電子装置の簡単なブロッ
ク図である図２について説明する。図２において、ワイヤレスネットワーク１は、ここで
便宜上、ノードＢ（ベースステーション）、特に、ｅＮＢ１２とも称されるネットワーク
アクセスノード１２のような別の装置を経て、ここで便宜上、ＵＥ１０とも称される装置
１０と通信するようにされる。ネットワーク１は、図１に示すＭＭＥ／Ｓ－ＧＷ機能を含
むネットワークコントロール要素（ＮＣＥ）１４を備えている。
【００３３】
　ＵＥ１０は、コンピュータ又はデータプロセッサ（ＤＰ）１０Ａのようなコントローラ
と、コンピュータインストラクションのプログラム（ＰＲＯＧ）１０Ｃを記憶するメモリ
（ＭＥＭ）１０Ｂとして実施されるコンピュータ読み取り可能なメモリ媒体と、１つ以上
のアンテナを経てｅＮＢ１２と両方向にワイヤレス通信するための適当な高周波（ＲＦ）
トランシーバ１０Ｄとを備えている。
【００３４】
　ｅＮＢ１２は、コンピュータ又はデータプロセッサ（ＤＰ）１２Ａのようなコントロー
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ラと、コンピュータインストラクションのプログラム（ＰＲＯＧ）１２Ｃを記憶するメモ
リ（ＭＥＭ）１２Ｂとして実施されるコンピュータ読み取り可能なメモリ媒体と、１つ以
上のアンテナを経てＵＥ１０と通信するための適当なＲＦトランシーバ１２Ｄとを備えて
いる。ｅＮＢ１２は、データ／コントロール経路１３を経てＮＣＥ１４に結合される。経
路１３は、図１に示すＳ１インターフェイスとして実施される。又、ｅＮＢ１２は、図１
に示すＸ２インターフェイスとして実施されるデータ／コントロール経路（図示せず）を
経て別のｅＮＢにも結合される。
【００３５】
　ＮＣＥ１４は、コンピュータ又はデータプロセッサ（ＤＰ）１４Ａのようなコントロー
ラと、コンピュータインストラクションの関連プログラム（ＰＲＯＧ）１４Ｃを記憶する
メモリ（ＭＥＭ）１４Ｂとして実施されるコンピュータ読み取り可能なメモリ媒体とを備
えている。
【００３６】
　ＰＲＯＧ１０Ｃ及び１２Ｃの少なくとも１つは、関連ＤＰによって実行されたときに、
電子装置が、以下に詳細に延びる本発明の規範的実施形態に基づいて動作できるようにす
るプログラムインストラクションを含むと仮定する。即ち、本発明の規範的実施形態は、
ＵＥ１０のＤＰ１０Ａ及びｅＮＢ１２のＤＰ１２Ａにより実行可能なコンピュータソフト
ウェアにより、又はハードウェアにより、或いはソフトウェアとハードウェアの組み合せ
により、少なくとも一部分実施することができる。
【００３７】
　ＵＥ１０は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースプロセッサ１０Ｅ及びＳＲリソースプロセッサ
１０Ｆを含むものと仮定される。
【００３８】
　典型的に、複数のＵＥ１０がｅＮＢ１２によってサービスされる。ｅＮＢ１２は、同じ
構成であってもなくてもよいが、一般的には、ワイヤレスネットワーク１で動作するのに
必要な当該ネットワークプロトコル及び規格に電気的及び論理的に全て適合できると仮定
する。
【００３９】
　ＵＥ１０の種々の実施形態は、セルラー電話、ワイヤレス通信能力を有するパーソナル
デジタルアシスタント（ＰＤＡ）、ワイヤレス通信能力を有するポータブルコンピュータ
、ワイヤレス通信能力を有するデジタルカメラのような映像捕獲装置、ワイヤレス通信能
力を有するゲーム機、ワイヤレス通信能力を有する音楽記憶及び再生機器、ワイヤレスイ
ンターネット及びアクセス及びブラウジングを許すインターネット機器、並びにそのよう
な機能の組合せを合体したポータブルユニット又はターミナルを含むが、それらに限定さ
れない。
【００４０】
　コンピュータ読み取り可能なＭＥＭ１０Ｂ、１２Ｂ、及び１４Ｂは、ローカルの技術的
環境に適した任意の形式のものでよく、そして半導体ベースのメモリ装置、フラッシュメ
モリ、磁気メモリ装置及びシステム、光学メモリ装置及びシステム、固定メモリ及び取り
外し可能なメモリのような適当なデータ記憶技術を使用して実施することができる。
【００４１】
　ＤＰ１０Ａ、１２Ａ及び１４Ａは、ローカルの技術的環境に適した任意の形式のもので
よく、そして汎用コンピュータ、特殊目的のコンピュータ、マイクロプロセッサ、デジタ
ル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、及びマルチコアプロセッサアーキテクチャーをベースとす
るプロセッサ、の１つ以上を含むが、これらに限定されない。
【００４２】
　上述したＤＴＸ対ＡＣＫ問題を解決（回避）するために幾つかの規範的解決策を以下に
説明する。
【００４３】
　第１の解決策において、ＮＡＣＫと同じコンステレーションポイントを使用することに
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よりＳＲ＋ＤＴＸが送信され、その目標は、ＡＣＫ信号とＳＲ信号との間の分離を最大に
することである。コンステレーションポイントは、１つ以上の変調記号、例えば、１つ以
上のデジタルビットを使用して表される。この点に関して、ＮＡＣＫのコンステレーショ
ンポイントが非変調のＲＳシーケンスに対応するようにＡＣＫ／ＮＡＣＫのコンステレー
ションポイントを選択することにより最大の分離を実現することが望まれる。このように
、ＳＲのみ、ＳＲ＋ＤＴＸ、及びＳＲ＋ＮＡＣＫの場合のコンステレーション配置が同じ
である。従って、ＡＣＫ／ＮＡＣＫのコンステレーションポイントは、ＤＴＸ対ＡＣＫの
問題が最小になるようなものである。というのは、ＳＲ＋ＤＴＸのＤＴＸ検出がフェイル
すると、ＳＲ＋ＮＡＣＫと読まれる可能性が最も高いからである。
【００４４】
　再び、米国プロビジョナル特許出願第６１／００１，２０７号又はＲ１－０８０３４３
を参照すれば、ＳＲ及びＡＣＫ／ＮＡＣＫのマルチプレクシングを次のように行うことが
できる。ＳＲ＝０では（例えば、否定ＳＲ送信の場合）、ＵＥ１０は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ
リソースを使用してＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース情報を送信し、ＳＲ＝１では（例えば、肯
定ＳＲ送信の場合）、ＵＥ１０は、ＳＲリソースを使用してＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を送信
する。ＵＥ１０は、それがＳＲを送信するとき、１ビットＡＣＫ／ＮＡＣＫのマッピング
のために図３に示すコンステレーション配置を使用する。コンステレーションポイントの
同位相（Ｉ）及び直角位相（Ｑ）マッピングは、図３に示すテーブルに基づく。
【００４５】
　図４は、２ビットＡＣＫ／ＮＡＣＫのマッピングを示し、コンステレーションポイント
のＩ及びＱマッピングは、図４に示すテーブルに基づく。このマッピングは、非限定例で
ある。使用するコンステレーションポイントは、本発明により変化させることができ、例
えば、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ及びＮＡＣＫ／ＡＣＫ座標を交換することができる。
【００４６】
　図３及び４から明らかなように、ＵＥ１０は、それがＳＲしか送信しないとき、ＮＡＣ
Ｋ（１ビットの場合）又はＮＡＣＫ／ＮＡＣＫ（２ビットの場合）のコンステレーション
ポイント（１、０）を使用する。コンステレーションポイント（１、０）は、ＳＲ送信が
非変調信号で遂行されるときには、ＳＲのための送信基準信号としても使用されることに
注意されたい。この場合には、ｅＮＢ１２においてＤＴＸ対ＮＡＣＫを検出することがで
きない。しかしながら、これは、制限とはみなされない。というのは、現在合意されてい
る全てのＵＬ変調オプションでは明確なＤＴＸ検出がサポートされないからである。例え
ば、ＣＱＩ＋ＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信スキームは、明確なＤＴＸ検出をサポートしない。
【００４７】
　規範的実施形態による第２の解決策においては、ＡＣＫ／ＮＡＣＫコンステレーション
は、ＳＲ信号とＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号とが複素数ドメインにおいて分離されるように配置
される（１ビットＡＣＫ／ＮＡＣＫの場合については、図５を参照されたい）。更に、２
ビットＡＣＫ／ＮＡＣＫコンステレーションの場合については、２つのスロット（スロッ
ト＃１、スロット＃２）間の再配置が使用され（図６のように）、ＡＣＫ信号とＳＲ信号
との間の分離を最大にする。
【００４８】
　上述したように、図５及び６は、規範的コンステレーションを示すが、回転、反射、又
はその両方の使用により、他のコンステレーションも考えられることが明らかであろう。
特に、２ビットＡＣＫ／ＮＡＣＫコンステレーションの場合に、スロット間の１つの規範
的再配置は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫコンステレーションポイントが、両スロットにおいて同じ
ままであるが、ＳＲコンステレーションポイントが、スロット間で変化する（図１２のよ
うに）というものである。更に、例えば、ＳＲ及びＤＴＸの場合に、リソースのパイロッ
ト部分をコンステレーションポイントの複素共役で変調することにより、同様のコンステ
レーションポイントを得ることができる。
【００４９】
　規範的実施形態による別の（第３の）解決策では、個別の周期的ＳＲリソースプロセッ
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サ１０Ｆ－ａが、ＤＴＸ検出をサポートするように構成される。この実施形態におけるオ
ペレーションは、次の通りである。
　●ＳＲ＝０では、ＵＥ１０は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースを使用してＡＣＫ／ＮＡＣＫ
情報を送信する；
　●ＳＲ＝１では、ＵＥ１０は、非周期的ＳＲリソースを使用してＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報
を送信する；及び
　●ＳＲ＝１及びＤＴＸでは、ＵＥ１０は、周期的ＳＲリソースを使用してＳＲを送信す
る。
【００５０】
　改良されたＤＴＸ検出を利用することができ、周期的及び非周期的の両ＳＲリソースを
利用できることに注意されたい。ｅＮＢ１２は、ＳＲのみのリソース（周期的）及びＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫ＋ＳＲリソース（非周期的）において信号を比較することにより、考えられ
るＤＬ許可フェイルを識別することができる。
【００５１】
　一般的に、周期的ＳＲリソースは、一次ＳＲリソースと考えることができる。例えば、
あるＵＥ１０は、所与のＰＲＢにおいて所定のサイクリックシフト及びＯＣリソースを使
用してＳＲを送信する機会を有する。従って、上位層のシグナリングで構成される周期的
なＳＲリソース１０Ｆが周期的に発生する。
【００５２】
　周期的ＳＲリソースは、上述した第３の解決策に適用される。マルチプレクシングスキ
ームは、同じサブフレームにおいてＡＣＫ／ＮＡＣＫ及び肯定ＳＲを送信するときに使用
されるべきリソースをＡＣＫ／ＮＡＣＫチャンネルが自動的に含むように設計される。非
周期的ＳＲリソース１０Ｆ－ａは、あるＵＥ１０がＰＵＣＣＨにＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信
するときしか利用できないと考えられ、ＡＣＫ／ＮＡＣＫチャンネルにリンクされると考
えられる。
【００５３】
　第３の解決策を使用することは、周期的ＳＲリソース１０Ｆ－ａを利用できる以外のサ
ブフレームでもＳＲを送信する能力をＵＥ１０が有することを意味する。その結果、ＵＥ
１０が（ＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースがマップされた）受信すべきＤＬデータを有する場合
に、ＵＥ１０は、周期的ＳＲリソース１０Ｆ－ａを待機する必要がなく、リソースの高速
要求が可能となる。しかしながら、この場合には、上述したｅＮＢ１２における改良され
たＤＴＸ検出を遂行できないことに注意されたい。従って、この解決策は、改良されたＤ
ＴＸ検出と、改良されたＳＲ遅延性能との間で折り合いをつけるものと考えられる。この
場合には、図３、４、５及び６に示す変調コンステレーションを使用して、ＤＴＸ検出を
改良することができる。
【００５４】
　この実施形態により可能にされる改良されたＳＲ遅延は、ＳＲ送信の必要性がＤＬデー
タ送信によりトリガーされるサービスに対して得られることに注意されたい（例えば、ウ
ェブブラウジングは、そのようなケースの１つの規範的用途である）。
【００５５】
　１２個のＡＣＫ／ＮＡＣＫチャンネルが使用される通常のＣＰの場合を仮定する図７を
参照することにより、以前に提案された技術に比して著しい改良がなされることが分かる
。上述した第３の解決策では、Ｒ１－０８０３４３に示された解決策に比して、ＡＣＫ／
ＮＡＣＫとＳＲとの間のマッピングが変更される。この解決策の１つの効果は、Ｒ１－０
８００３５で合意した既存のＡＣＫ／ＮＡＣＫチャンネル化原理を維持でき、且つ拡張Ｃ
Ｐに対して合意したマッピングスキームとの適合性も維持できることである。より詳細に
は、拡張ＣＰの場合に、提案されたＡＣＫ／ＮＡＣＫチャンネル化に対して変更が必要と
されず、一方、通常のＣＰが拡張ＣＰのＡＣＫ／ＮＡＣＫチャンネル化を利用することが
できる。
【００５６】
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　更に別の（第４の）解決策によれば、規範的実施形態は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ及びＳＲリ
ソースを、データ部分と、基準信号を含むパイロット部分（例えば、ＲＳシーケンス）と
に分割できるという事実を利用する。ＤＴＸ検出をサポートするために、この場合のオペ
レーションは、次の通りである。
　●ＳＲ＝０では、ＵＥ１０は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースを使用してＡＣＫ／ＮＡＣＫ
を送信する；
　●ＳＲ＝１では、ＵＥ１０は、ＳＲリソースのデータ部分及びＡＣＫ／ＮＡＣＫリソー
スのパイロット部分を使用するか、又はＳＲリソースのパイロット部分及びＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫリソースのデータ部分を使用することにより、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信する；及び
　●ＳＲ＝１及びＤＴＸでは、ＵＥ１０は、ＳＲリソースを使用してＳＲを送信する。
【００５７】
　ＲＡＮ＃５２決定に基づく合意については、
　●否定ＳＲの場合に、オリジナルのＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースを使用してＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫが送信される；及び
　●肯定ＳＲの場合には、ＳＲリソースを使用してＡＣＫ／ＮＡＣＫが送信される。
【００５８】
　ＳＲ及びＡＣＫ／ＮＡＣＫの両リソースは、データ部分（Ｄ）とパイロット部分（Ｐ）
とに分割することができる。図１０を参照することができる。図１０を参照する。更に、
ＳＲ及びＡＣＫ／ＮＡＣＫの両リソースは、同じ物理的リソースブロック内にあるのが好
ましい。
【００５９】
　この第４の解決策を実施するために、ＳＲリソースを、ＰSR及びＤSRを含むものとして
表記し、そしてＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースを、ＰAN及びＤANを含むものとして表記するこ
とができる。これらの表記を使用して、オペレーションは、次のように行われる。
　●ＳＲ＝０では、ＵＥ１０は、ＰAN及びＤANを送信し、ここで、ＤANは、ＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫビットによって変調される；
　●ＳＲ＝１では、ＵＥ１０は、次のいずれかを送信する：
　　○ＰSR及びＤAN、ＤANは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫビットによって変調される、又は
　　○ＰAN及びＤSR、ＤSRは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫビットによって変調される；及び
　●ＳＲ＝１及びＤＴＸでは、ＵＥ１０は、ＰSR及びＤSRを送信する。
【００６０】
　以上に基づき、本発明の規範的実施形態は、ＵＥ１０がｅＮＢ１２にＤＴＸ状態を指示
するための方法、装置及びコンピュータプログラムを提供することが明らかであろう。図
８を参照すれば、ブロック８Ａにおいて、ＳＲ＝０の場合に、ＵＥは、ＡＣＬ／ＮＡＣＫ
リソースを使用してＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を送信し、一方、ブロック８Ｂにおいて、ＳＲ
＝１の場合に、ＵＥは、１ビットＡＣＫ／ＮＡＣＫ指示をマッピングするために図３又は
図５のいずれかに示す変調コンステレーションで、或いは２ビットＡＣＫ／ＮＡＣＫ指示
をマッピングするために図４、図６又は図１２のいずれかに示す変調コンステレーション
で、ＳＲリソースを使用して、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を送信し、図６及び図１２の実施形
態の場合に、コンステレーション再配置は、２つのスロットにわたって行われる。
【００６１】
　以上に基づき、本発明の規範的実施形態は、図９を参照すれば、ブロック９Ａにおいて
、ＳＲ＝０の場合に、ＵＥがＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースを使用してＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報
を送信し、一方、ブロック９Ｂにおいて、ＳＲ＝１の場合に、ＵＥが非周期的ＳＲリソー
スを使用してＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を送信し、一方、ブロック９Ｃにおいて、ＳＲ＝１及
びＤＴＸ状態が存在する場合に、ＵＥが周期的ＳＲリソースを使用してＳＲを送信するこ
とにより、ＵＥ１０がＤＴＸ状態をｅＮＢ１２に指示するための方法、装置及びコンピュ
ータプログラムを提供することが更に明らかであろう。
【００６２】
　非限定例として、ｅＮＢ１２は、ＳＲのみのリソースにおける信号（周期的）をＡＣＫ
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／ＮＡＣＫ＋ＳＲリソースにおける信号（非周期的）と比較することにより、又はＡＣＫ
／ＮＡＣＫ＋ＳＲリソースのパワーを測定してそれをある規定のスレッシュホールド値と
比較することにより、或いはＳＲリソースのデータ及びパイロット部分の信号と、ＡＣＫ
／ＮＡＣＫリソースのデータ及びパイロット部分の信号とを比較することにより、考えら
れるＤＬ許可のフェイルを識別できるようにされる。
【００６３】
　図１１は、本発明の更なる規範的実施形態による方法の操作及びコンピュータプログラ
ムインストラクションの実行の結果を示す論理的フローチャートである。ブロック１１Ａ
において、ＳＲ＝０では、ＵＥは、ＰAN及びＤANを送信し、ここで、ＤANは、ＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫビットによって変調され、ブロック１１Ｂにおいて、ＳＲ＝１では、ＵＥは、ＰAN

及びＤSRを送信し、ＤSRは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫビットによって変調されるものであり、或
いはＰSR及びＤANを送信し、ＤANは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫビットにより変調され、そしてブ
ロック１１Ｃにおいて、ＳＲ＝１及びＤＴＸでは、ＵＥは、ＰSR及びＳSRを送信し、ここ
で、ＳＲ及びＡＣＫ／ＮＡＣＫの各リソースは、データ部分（Ｄ）とパイロット部分（Ｐ
）に分割され、そしてＳＲリソースは、ＰSR及びＤSRを含むものとして表記され、ＡＣＫ
／ＮＡＣＫリソースは、ＰAN及びＤANを含むものとして表記される。
【００６４】
　ｅＮＢ１２は、図８、９及び１１に示す実施形態のいずれか又は両方についてＵＥ１０
からのＵＬシグナリングを受け取って正しく解釈するように構成され動作される。
【００６５】
　図８、９及び１１に示す種々のブロックは、コンピュータプログラムコードのオペレー
ションから得られる方法ステップ及び／又はオペレーションとみなすことができ、及び／
又は関連機能（１つ又は複数）を実行するよう構成された複数の結合された論理回路要素
とみなすことができる。
【００６６】
　本発明による規範的実施形態は、移動装置(10)とネットワークノード(12)との間のシグ
ナリングのための方法である。この方法は、スケジューリング要求の第１指示を含むメッ
セージを発生することを含む。第１指示と共にサブフレームにおいて第２指示を送信すべ
きかどうか決定することも含まれる。第２指示（例えば、確認）は、ダウンリンクリソー
ス割り当て許可が成功したこと及び少なくとも１つの対応するコードワードの各々が正し
く検出されたことを指示する。又、この方法は、第２指示を含ませるべきではないという
決定に応答して、メッセージを第１コンフィギュレーションで構成すると共に、第２指示
を含ませるべきであるという決定に応答して、メッセージに第２指示を含ませ且つメッセ
ージを第２コンフィギュレーションで構成することを含む。第１コンフィギュレーション
は、第２コンフィギュレーションとは異なる。又、この方法は、メッセージをサブフレー
ムにおいてワイヤレス送信器を経て送信することも含む。
【００６７】
　上述した方法の更に別の実施形態では、この方法は、スケジューリング要求の指示と共
にサブフレームにおいて第３指示を送信すべきであるかどうか決定することも含み、その
第３指示は、ダウンリンクリソース割り当て許可が成功したこと、及び少なくとも１つの
対応するコードワードの各々が正しく検出されなかったことを指示する。第３指示を含ま
せるべきであるという決定に応答して、メッセージは、第３指示も含み、且つメッセージ
は、第３コンフィギュレーションで構成される。
【００６８】
　上述した方法の付加的な規範的実施形態では、メッセージが第２コンフィギュレーショ
ン又は第３コンフィギュレーションのいずれかで構成されるときには、メッセージは、次
のものを使用して送信される。即ち、スケジューリング要求が否定スケジューリング要求
であるときには確認／否定確認物理的アップリンク制御チャンネルリソース、そしてスケ
ジューリング要求が肯定スケジューリング要求であるときにはスケジューリング要求物理
的アップリンク制御チャンネルリソース。
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【００６９】
　上述した方法の付加的な規範的実施形態では、メッセージが第２コンフィギュレーショ
ン又は第３コンフィギュレーションのいずれかで構成されるときに、メッセージは、１）
スケジューリング要求リソースのパイロット部分及び確認リソースのデータ部分、或いは
２）確認リソースのパイロット部分及びスケジューリング要求リソースのデータ部分、を
使用して送信される。
【００７０】
　上述した方法のいずれか１つの付加的な規範的実施形態では、第１コンフィギュレーシ
ョンが第３コンフィギュレーションと同じである。或いは又、第１コンフィギュレーショ
ンが第３コンフィギュレーションとは異なり、そして第２コンフィギュレーションが第３
コンフィギュレーションとは異なる。
【００７１】
　上述した方法のいずれか１つの付加的な規範的実施形態では、第１コンフィギュレーシ
ョン、第２コンフィギュレーション及び第３コンフィギュレーションが、単一の変調記号
を使用して表される。或いは又、第１コンフィギュレーション、第２コンフィギュレーシ
ョン、及び第３コンフィギュレーションが、２つの変調記号を使用して表される。
【００７２】
　上述した方法のいずれか１つの付加的な規範的実施形態では、メッセージが第２コンフ
ィギュレーション又は第３コンフィギュレーションで構成されるときに、メッセージは、
周期的リソースを使用して送信される。
【００７３】
　少なくとも２つの対応するコードワードがある上述した方法のいずれか１つの更に別の
規範的実施形態では、少なくとも１つの対応するコードワードが正しく検出されたこと、
及び少なくとも１つの対応するコードワードが正しく検出されなかったことを指示するた
めに、第４コンフィギュレーション及び／又は第５コンフィギュレーションが使用される
。
【００７４】
　本発明による更に別の規範的実施形態は、移動装置(10)とネットワークノード(12)との
間のシグナリングのための装置(10)である。この装置(10)は、スケジューリング要求を含
むメッセージを発生するように構成されたメッセージ発生モジュールを備えている。メッ
セージと同じサブフレームにおいて確認を送信すべきかどうか決定するように構成された
決定モジュールも含まれる。メッセージ発生モジュールは、確認が含まれるべきでないと
いう決定に応答して、メッセージを第１コンフィギュレーションで構成すると共に、確認
を含ませるべきであるという決定に応答して、確認を含む第２コンフィギュレーションで
メッセージを構成するようにもされる。第１コンフィギュレーションは、第２コンフィギ
ュレーションとは異なる。
【００７５】
　上述した装置(10)の付加的な規範的実施形態では、前記決定モジュールは、メッセージ
と同じサブフレームにおいて否定確認を送信すべきであるかどうか決定するようにも構成
され、前記メッセージ発生モジュールは、否定確認を含ませるべきという決定に応答して
否定確認を含む第３コンフィギュレーションでメッセージを構成するようにもされる。
【００７６】
　上述した装置(10)の更に別の規範的実施形態では、装置(10)は、メッセージが第２コン
フィギュレーション又は第３コンフィギュレーションのいずれかで構成されるのに応答し
て、スケジューリング要求が否定スケジューリング要求であるときには確認／否定確認物
理的アップリンク制御チャンネルリソースを、そしてスケジューリング要求が肯定スケジ
ューリング要求であるときにはスケジューリング要求物理的アップリンク制御チャンネル
リソースを使用して、メッセージを送信するように構成された送信器も備えている。
【００７７】
　上述した装置(10)の付加的な規範的実施形態では、メッセージが第２コンフィギュレー
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ション又は第３コンフィギュレーションのいずれかで構成されるのに応答して、スケジュ
ーリング要求リソースのパイロット部分及び確認リソースのデータ部分と、確認リソース
のパイロット部分及びスケジューリング要求リソースのデータ部分とを使用して、メッセ
ージを送信するように構成された送信器(10D)も備えている。
【００７８】
　上述した装置(10)のいずれか１つの更に別の規範的実施形態では、メッセージが第２コ
ンフィギュレーション又は第３コンフィギュレーションのいずれかで構成されるときに、
メッセージが周期的リソースを使用して送信される。
【００７９】
　上述した装置(10)のいずれか１つの付加的な規範的実施形態では、第１コンフィギュレ
ーションは、第３コンフィギュレーションに等しい。或いは又、第１コンフィギュレーシ
ョンは、第３コンフィギュレーションとは異なり、第２コンフィギュレーションは、第３
コンフィギュレーションとは異なる。
【００８０】
　上述した装置(10)のいずれか１つの更に別の規範的実施形態では、第１コンフィギュレ
ーション、第２コンフィギュレーション及び第３コンフィギュレーションは、単一の変調
記号を使用して表される。或いは又、第１コンフィギュレーション、第２コンフィギュレ
ーション、及び第３コンフィギュレーションは、２つの変調記号を使用して表される。
【００８１】
　上述した装置(10)のいずれか１つの付加的な規範的実施形態では、否定確認は、ダウン
リンクリソース割り当て許可が成功したこと、及び少なくとも１つの対応するコードワー
ドの各々が正しく検出されなかったことを指示する。
【００８２】
　上述した装置(10)のいずれか１つの更に別の規範的実施形態では、確認は、ダウンリン
クリソース割り当て許可が成功したこと、及び少なくとも１つの対応するコードワードの
各々が正しく検出されたことを指示する。
【００８３】
　上述した装置(10)のいずれか１つの付加的な規範的実施形態では、少なくとも２つの対
応するコードワードがある場合に、メッセージ発生モジュールは、少なくとも１つの対応
するコードワードが正しく検出されたこと及び少なくとも１つの対応するコードワードが
正しく検出されなかったことに応答して、メッセージを第４コンフィギュレーション及び
／又は第５コンフィギュレーションで構成するようにも構成される。
【００８４】
　本発明による付加的な規範的実施形態は、プログラムインストラクションを実行するこ
とで移動装置(10)とネットワークノード(12)との間のシグナリングのためのオペレーショ
ンを生じるようなプログラムインストラクションを含むコンピュータプログラムを有形に
エンコードするコンピュータ読み取り可能な媒体である。前記オペレーションは、スケジ
ューリング要求を含むメッセージを発生すること、及びスケジューリング要求と同じサブ
フレームにおいて確認を送信すべきかどうか決定することを含む。確認が含まれるべきで
ないという決定に応答して、メッセージを第１コンフィギュレーションで構成すると共に
、確認を含ませるべきであるという決定に応答して、確認を含む第２コンフィギュレーシ
ョンでメッセージを構成する。第１コンフィギュレーションは、第２コンフィギュレーシ
ョンとは異なる。
【００８５】
　上述したコンピュータ読み取り可能な媒体の更に別の規範的実施形態では、前記オペレ
ーションは、メッセージと同じサブフレームにおいて否定確認を送信すべきかどうか決定
すること、及び否定確認を含ませるべきであるという決定に応答して、否定確認を含む第
３コンフィギュレーションでメッセージを構成することも含む。
【００８６】
　上述したコンピュータ読み取り可能な媒体の付加的な規範的実施形態では、メッセージ
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が第２コンフィギュレーション又は第３コンフィギュレーションのいずれかで構成される
ときに、メッセージは、次のものを使用して送信される。即ち、スケジューリング要求が
否定スケジューリング要求であるときには確認／否定確認物理的アップリンク制御チャン
ネルリソース、そしてスケジューリング要求が肯定スケジューリング要求であるときには
スケジューリング要求物理的アップリンク制御チャンネルリソース。
【００８７】
　上述したコンピュータ読み取り可能な媒体の更に別の規範的実施形態では、メッセージ
が第２コンフィギュレーション又は第３コンフィギュレーションのいずれかで構成される
ときに、メッセージは、１）スケジューリング要求リソースのパイロット部分及び確認リ
ソースのデータ部分、或いは２）確認リソースのパイロット部分及びスケジューリング要
求リソースのデータ部分、を使用して送信される。
【００８８】
　上述したコンピュータ読み取り可能な媒体のいずれか１つの付加的な規範的実施形態で
は、メッセージが第２コンフィギュレーション又は第３コンフィギュレーションのいずれ
かで構成されるときに、メッセージは、周期的リソースを使用して送信される。
【００８９】
　上述したコンピュータ読み取り可能な媒体のいずれか１つの更に別の規範的実施形態で
は、第１コンフィギュレーションが第３コンフィギュレーションと同じである。或いは又
、第１コンフィギュレーションが第３コンフィギュレーションとは異なり、そして第２コ
ンフィギュレーションが第３コンフィギュレーションとは異なる。
【００９０】
　上述したコンピュータ読み取り可能な媒体のいずれか１つの付加的な規範的実施形態で
は、第１コンフィギュレーション、第２コンフィギュレーション及び第３コンフィギュレ
ーションが、単一の変調記号を使用して表される。或いは又、第１コンフィギュレーショ
ン、第２コンフィギュレーション、及び第３コンフィギュレーションが、２つの変調記号
を使用して表される。
【００９１】
　上述したコンピュータ読み取り可能な媒体のいずれか１つの更に別の規範的実施形態で
は、否定確認は、ダウンリンクリソース割り当て許可が成功したこと、及び少なくとも１
つの対応するコードワードの各々が正しく検出されなかったことを指示する。
【００９２】
　上述したコンピュータ読み取り可能な媒体のいずれか１つの付加的な規範的実施形態で
は、確認は、ダウンリンクリソース割り当て許可が成功したこと、及び少なくとも１つの
対応するコードワードの各々が正しく検出されたことを指示する。
【００９３】
　上述したコンピュータ読み取り可能な媒体のいずれか１つの更に別の規範的実施形態で
は、少なくとも２つの対応するコードワードがある場合、少なくとも１つの対応するコー
ドワードが正しく検出され、そして少なくとも１つの対応するコードワードが正しく検出
されないのに応答して、メッセージが第４コンフィギュレーション及び／又は第５コンフ
ィギュレーションで構成される。
【００９４】
　本発明による更に別の規範的実施形態は、移動装置(10)とネットワークノード(12)との
間のシグナリングのための装置(10)である。この装置(10)は、スケジューリング要求を含
むメッセージを発生するためのメッセージ発生手段(10F)と、メッセージと同じサブフレ
ームにおいて確認を送信すべきかどうか決定するための第１の決定手段(10E)とを備えて
いる。メッセージ発生手段(10F)は、確認が含まれるべきでないという決定に応答して、
メッセージを第１コンフィギュレーションで構成すると共に、確認を含ませるべきである
という決定に応答して、確認を含む第２コンフィギュレーションでメッセージを構成もす
る。第１コンフィギュレーションは、第２コンフィギュレーションとは異なる。
【００９５】
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　上述した装置(10)の付加的な規範的実施形態では、装置(10)は、メッセージと同じサブ
フレームにおいて否定確認を送信すべきかどうか決定するための第２の決定手段(10E)も
備えている。又、メッセージ発生手段(10F)は、第３の指示を含ませるべきであるという
決定に応答して否定確認を含む第３コンフィギュレーションでメッセージを構成する。
【００９６】
　上述した装置(10)の更に別の規範的実施形態では、装置(10)は、メッセージが第２コン
フィギュレーション又は第３コンフィギュレーションのいずれかで構成されるのに応答し
て、スケジューリング要求が否定スケジューリング要求であるときには確認／否定確認物
理的アップリンク制御チャンネルリソースを、そしてスケジューリング要求が肯定スケジ
ューリング要求であるときにはスケジューリング要求物理的アップリンク制御チャンネル
リソースを使用して、メッセージを送信するように構成された送信手段(10D)も備えてい
る。
【００９７】
　上述した装置(10)の付加的な規範的実施形態では、装置(10)は、メッセージが第２コン
フィギュレーション又は第３コンフィギュレーションのいずれかで構成されるのに応答し
て、１）スケジューリング要求リソースのパイロット部分及び確認リソースのデータ部分
、或いは２）確認リソースのパイロット部分及びスケジューリング要求リソースのデータ
部分を使用して、メッセージを送信するように構成された送信手段(10D)も備えている。
【００９８】
　上述した装置(10)のいずれか１つの更に別の規範的実施形態では、メッセージが第２コ
ンフィギュレーション又は第３コンフィギュレーションのいずれかで構成されるときに、
メッセージが周期的リソースを使用して送信される。
【００９９】
　上述した装置(10)のいずれか１つの付加的な規範的実施形態では、第１コンフィギュレ
ーションは、第３コンフィギュレーションに等しい。或いは又、第１コンフィギュレーシ
ョンは、第３コンフィギュレーションとは異なり、第２コンフィギュレーションは、第３
コンフィギュレーションとは異なる。
【０１００】
　上述した装置(10)のいずれか１つの更に別の規範的実施形態では、第１コンフィギュレ
ーション、第２コンフィギュレーション及び第３コンフィギュレーションは、単一の変調
記号を使用して表される。或いは又、第１コンフィギュレーション、第２コンフィギュレ
ーション、及び第３コンフィギュレーションは、２つの変調記号を使用して表される。
【０１０１】
　上述した装置(10)のいずれか１つの付加的な規範的実施形態では、否定確認は、ダウン
リンクリソース割り当て許可が成功したこと、及び少なくとも１つの対応するコードワー
ドの各々が正しく検出されなかったことを指示する。
【０１０２】
　上述した装置(10)のいずれか１つの更に別の規範的実施形態では、確認は、ダウンリン
クリソース割り当て許可が成功したこと、及び少なくとも１つの対応するコードワードの
各々が正しく検出されたことを指示する。
【０１０３】
　上述した装置(10)のいずれか１つの付加的な規範的実施形態では、少なくとも２つの対
応するコードワードがある場合に、メッセージ発生モジュールは、少なくとも１つの対応
するコードワードが正しく検出されたこと及び少なくとも１つの対応するコードワードが
正しく検出されなかったことに応答して、メッセージを第４コンフィギュレーション及び
／又は第５コンフィギュレーションで構成するようにも構成される。
【０１０４】
　一般的に、種々の規範的実施形態は、ハードウェア又は特殊目的の回路、ソフトウェア
、ロジック又はその組み合せで実施される。例えば、ある態様は、ハードウェアで実施さ
れるが、他の態様は、ファームウェア又はソフトウェアで実施され、これは、コントロー
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ラ、マイクロプロセッサ、又は他のコンピューティング装置により実行されるが、本発明
は、これに限定されない。
【０１０５】
　本発明の規範的実施形態の種々の態様は、ブロック図、フローチャートとして、又は他
の絵画的表示を使用して、図示して説明できるが、ここに示すこれらのブロック、装置、
システム、技術又は方法は、これに限定されないが、ハードウェア、ソフトウェア、ファ
ームウェア、特殊目的回路又はロジック、汎用ハードウェア又はコントローラ又は他のコ
ンピューティング装置、或いはその組み合せで実施できることを理解されたい。
【０１０６】
　従って、本発明の規範的実施形態の少なくとも幾つかの態様は、集積回路チップ及びモ
ジュールのような種々のコンポーネントで実施できることが明らかであろう。集積回路の
設計は、全般的に、高度に自動化されたプロセスである。ロジックレベル設計を、半導体
基板上に製造する準備のできた半導体回路設計へと変換するために複雑で且つパワフルな
ソフトウェアツールを入手することができる。このようなソフトウェアツールは、充分に
確立された設計ルール、及び予め記憶された設計モジュールのライブラリーを使用して、
半導体基板上に自動的に導体を引き回し、コンポーネントを配置することができる。半導
体回路の設計が完了すると、それにより得られる標準電子フォーマットの設計（例えば、
Ｏｐｕｓ、ＧＤＳＩＩ、等）を半導体製造設備へ送信して、１つ以上の集積回路デバイス
として製造することができる。
【０１０７】
　当該分野の当業者であれば、添付図面を参照して以上の説明を読んだときに、本発明の
上述した規範的実施形態に対する種々の変更及び適応が明らかとなろう。しかしながら、
これらの変更は、本発明の非限定の規範的実施形態の範囲内に包含される。
【０１０８】
　更に、上述したように、規範的実施形態は、Ｅ－ＵＴＲＡＮ（ＵＴＲＡＮ－ＬＴＥ）シ
ステムに関して述べたが、本発明の規範的実施形態は、この１つの特定形式のワイヤレス
通信システムのみに使用するように限定されるものではなく、且つ他のワイヤレス通信シ
ステムにも効果的に使用できることが明らかであろう。
【０１０９】
　用語「接続(connected)」「結合(coupled)」又はその変形は、２つ以上の要素間の直接
的又は間接的な接続又は結合を意味し、一緒に「接続」又は「結合」される２つの要素間
の１つ以上の中間要素の存在を含むことに注意されたい。要素間の結合又は接続は、物理
的、論理的、又はその組み合せでよい。ここで使用する２つの要素は、これに限定されな
いが、１つ以上のワイヤ、ケーブル及び／又は印刷電気的接続の使用により、及び高周波
領域、マイクロ波領域及び光学的（可視及び非可視の両方）領域の波長を有する電磁エネ
ルギーのような電磁エネルギーの使用により、一緒に「接続」又は「結合」されると考え
られる。
【０１１０】
　更に、ここに述べるパラメータに使用される種々の名前（例えば、ＣＱＩ、ＤＴＸ、等
）は、それらパラメータを任意の適当な名前で識別できるので、何ら限定されるものでは
ない。更に、これらの種々のパラメータを使用する式及び方程式は、ここに明確に開示さ
れたものと異なってもよい。更に、異なるチャンネルに指定される種々の名前（例えば、
ＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨ、等）は、それら種々のチャンネルを任意の適当な名前で識別で
きるので、何ら限定されるものではない。
【０１１１】
　本発明の種々の非限定の規範的実施形態の幾つかの特徴は、他の特徴を対応的に使用せ
ずに、効果的に使用することができる。従って、以上の説明は、本発明の原理、教示及び
規範的実施形態を単に例示するものに過ぎず、何ら限定するものでないと考えられる。
【符号の説明】
【０１１２】
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　１：ワイヤレスネットワーク
　１０：ユーザ装置（ＵＥ）
　１０Ａ：データプロセッサ（ＤＰ）
　１０Ｂ：メモリ（ＭＥＭ）
　１０Ｃ：コンピュータインストラクションのプログラム（ＰＲＯＧ）
　１０Ｄ：高周波（ＲＦ）トランシーバ
　１０Ｅ：ＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースプロセッサ
　１０Ｆ：ＳＲリソースプロセッサ
　１２：ネットワークアクセスノード（ｅＮＢ）
　１２Ａ：データプロセッサ（ＤＰ）
　１２Ｂ：メモリ（ＭＥＭ）
　１２Ｃ：コンピュータインストラクションのプログラム（ＰＲＯＧ）
　１２Ｄ：ＲＦトランシーバ
　１３：データ／コントロール経路
　１４：ネットワークコントロール要素（ＮＣＥ）

【図１】 【図２】
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